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１ はじめに
中国帰国者の高齢化に伴い､ 介護を必要とする残留孤児一世およびその





人生の半生を過ごしてきた (木下 2003､ アジア遊学 2006)｡
そして今､ 人生の終着駅を前にして､ 高齢となった残留孤児たちの多く















中国帰国者だけではなく日本では 2017 年 6 月末現在で､ 247 万人以上
の外国人が在住しており､ そのうち､ 65 歳以上の高齢者人口は 16 万人と
全体の 6％を占めている｡ この数字は日本全体の高齢化率と比べて割合が
少ないと思われるかもしれない｡ しかし､ これから､ 在住外国人高齢者が
さらに増加することを考えると､ 介護分野における多文化化への対応は大
きな課題となるに違いない｡
多文化共生推進プランが 2006 年にとりまとめられ､ 多文化共生社会の
提唱から 10 年が過ぎて､ これまでにも多文化共生に関するさまざまな取
り組みが進められてきた｡ 川村らはいち早く 2007 年に異文化間介護の必
要性を提唱しているが (川村､ 宣 2007)､ 残念ながら､ それ以降在住外
国人高齢者については論じられることは多くはなかった｡ かつてはニュー



















ている｡ 法務省入国管理局の 『在留外国人統計 (旧登録外国人統計) 統計
表』 によると､ 2017 年 6 月末現在､ 在住外国人の総人口は 247 万人､ そ
のうち 65 歳以上の高齢者人口は約 16 万人となっており､ 在住外国人の総
人口の 6％を占めており､ 2015 年同期に比べると､ 約 1 万人以上が増加し
ている｡ 以上のことから日本に住む外国人の高齢化が進んでいるといえる｡
同資料に基づき在住外国人高齢者人口の主な出身国・地域別で見ると､
韓国・朝鮮出身者 (在日コリアン) が 12 万人 (74.5%)､ 中国 (台湾含む)
出身者が 1 万 9 千人 (11.7%)､ ブラジル出身者が 6 千人 (4.1%)､ 米国出
身者が 5 千人 (3.1%)､ ペルー出身者が 1 千 9 百人 (1.2%)､ フィリピン出
身者が 1 千 6 百人 (1%) となっている｡
また､ これから 10 年､ 20 年先には､ 現行の在日コリアンや中国帰国者､
インドシナ難民のほかに､ 日系南米人 (ブラジル・ペルー) やフィリピン
人の高齢者が増えることが予想される｡ つまりこれまで以上に ｢老いの多
文化化｣ が加速すると予想される｡ 次に､ 老いの多文化化の現状について
見ていきたい｡
2 ) 外国人高齢者の介護現状
在住外国人に対する介護保険制度の適用者は､ 平成 24 年 7 月 9 日に施
行された住民台帳基本法の改正によって､ 適法に 3 ヵ月を超えて在留する
外国人で住所を有する人となり､ 適用条件が緩和された｡ しかし､ 実際の




















厚生労働省社会・援護局が発表した 『平成 27 年度中国残留邦人等実態
調査結果報告書』 によると､ 中国残留孤児の平均年齢は 76 歳､ 残留婦人
の年長者は 90 歳を超えており､ 要介護の対象になる人が年々増加してい
る｡ また､ 残留邦人関係で忘れてはならないのは､ 樺太残留者である｡ 厚
生労働省の中国残留邦人等の状況に関する資料によると､ 樺太からの永住
帰国者は総数で 108 人 (家族を含めた総数 273 人) いる｡ 樺太からの永
住帰国者が置かれる状況も中国帰国者と同様であり､ 要介護に対する支援
が必要となっている｡
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③インドシナ難民 (ベトナム・ラオス・カンボジア)
1978 年から日本での定住が認められるようになってから約 40 年が過ぎ
て､ この時期に来日した人たちの中には現在 65 歳以上の人も一定の人数
いる｡ 瀧尻と植本の神戸での調査によると､ 高齢者の中で､ うつ症状が見





均が 20 代という年齢から考えると､ 今は 50 代になっていると想定できる｡
高畑は高齢のフィリピン出身者が日本で生活する上での経済的な面での問
題点を指摘している (高畑 2010)｡ それに対しフィリピン出身女性たち自
身の介護はまだ先になるが､ この人たちの中には夫が高齢のため､ 夫の介






えると､ この外国人花嫁さんも今は 50 代になっている｡ 外国人花嫁もフィ
リピン出身女性と同じような状況にあるではないかと思われる｡
⑥南米出身者 (ブラジル・ペルー)
1980 年代末から来日した南米日系人 (ブラジル・ペルー) は永住や定
住が増え､ なかには両親を呼び寄せて日本で暮らしている人もいる｡ 来日
の時期から考えると､ 今は 50 代になっている｡
全体的に見ると､ ①～③では介護が必要になる人が増加している｡ ③～
⑥は要介護の予備軍として控えており､ あと 10 年もすればこのなかから



















サービスを利用するにあたっての問題は､ 大きく 5 つに分けられる｡ ①
｢コミュニケーションの壁｣､ ② ｢識字の壁｣､ ③ ｢食 (味覚) の壁｣､ ④





























また､ 通所リハビリテーション (デイケア) を利用している日本語がで
きない外国人高齢者を王が訪ねた時､ 大勢いる利用者の輪から離れたテー
ブルにその高齢者が一人ぼっちで車いすに座って､ 中国語の DVD を観て
過ごしていた｡ この光景を目のあたりにして､ 介護職員に聞いてみたとこ
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ろ､ この高齢者は日本語がほとんどわからないため日本人の利用者と一緒






















｢識字の壁｣ は､ インドシナ難民 (ベトナム・ラオス・カンボジア)､ フィ
リピン女性､ 外国人花嫁 (中国・韓国・スリランカ等)､ 南米日系人 (ブ
ラジル・ペルー) にも見られる問題である｡
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③ ｢食 (味覚) の壁｣
人は朝昼晩の 3 食を毎日とる｡ 食べることは健康を維持するための行為



































ビス (日本人の利用者がメイン) にしばしば訪ねることがあった｡ 訪ねる
たびにやはりレクリエーションを中国人が日本人の利用者と同じように楽
しめないことを再確認している｡
仮に世代は同じでも､ 文化や風習､ 育った国・地域によって､ 子供ころ

































貸与などの関係者との面談､ さらには､ 介護保険制度､ 各種介護サービス
の内容､ 施設利用などの説明､ 契約に当たっては､ 専門用語や制度を十分
に理解しておくことが必要となるため日常会話程度の日本語力で対応する
ことは難しいと考えられる｡
特に､ 長年､ 生活の基盤を日本に置いてきた高齢者には､ 帰国という選
択肢はほとんど考えられないため､ 高齢化の問題は一層深刻になる｡ 介護
をはじめとする在住外国人高齢化問題の対策は早急に取り組まなければ､
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かつてニューカマーが急増したときのように､ 対策が後手に回り､ 大きな
社会問題となる恐れがある｡
こうした現実問題に対して､ 地域に暮らす住民をはじめ､ 地域社会､ 外
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国人高齢者と介護の橋渡しプロジェクト｣ がトヨタ財団 2014 年度国内助
成プログラムの助成を受けて､ 2 年間にわたって取り組んできた経験があ




も進むと予測される｡ そのため､ ｢介護の多文化化｣ を支える異文化介護
人材の育成が必須となる｡ ｢老いの多様化｣ 介護に対応するには､ 日本で
暮らす在住外国人住民を介護の担い手として活用することが日本の ｢介護




4 ) ｢多文化介護施設 (入所) の設置｣
介護の理念である ｢尊厳の維持｣ の観点から､ 在住外国人高齢者の要介
護 (要支援) 者が自分らしく､ ありのままに安心して老後を送るためには､
在住外国人高齢者の要介護者を受け入れられる多文化介護施設 (入所) の
設置または指定が必要となる｡ 長い介護生活を考えた場合､ 訪問介護や通
所介護 (デイサービス) はあくまでも通過点にしかすぎず､ 身体や精神状
態の悪化によってデイサービスなども利用できなくなって､ 家族介護者も
疲幣が限界に達した時に､ 最終的には､ 異文化に配慮し対応できる入所介
護施設 (特養や老健､ 介護付き有料老人ホーム､ サービス付き高齢者住宅
など) が必要である｡
各地域に在住外国人高齢者の異文化背景に配慮し､ 異文化介護人材によ
る多言語サービス提供ができる多文化介護施設 (入所) があると､ 在住外









大学､ 介護施設､ 介護サービス提供事業所､ NPO 法人支援団体などが連
携して､ 異文化介護ネットワークの形成による取り組みが必要である｡
上記した取り組みは､ 中国帰国者の介護問題から考えられる一部分であ





If you talk to a man in a language he understands, that goes to his
















平成 29 年度からは､ 中国帰国者への新規支援事業として､ ｢介護支援事
業｣ がスタートした｡ ｢介護支援事業｣ では､ 介護事業所で孤独感を感じ
ている中国帰国者が少しでも安心して介護サービスが利用できるように､
中国語による語りかけを行う ｢語りかけボランティア｣ の派遣が行われて
いる｡ 月に 1 ～ 2 回程度で介護事業所を訪問し､ 身近な話題や帰国者が好
みそうな話題などを 1 時間ほど､ 中国語で楽しくおしゃべりするという内
容のものである｡





するためには､ 母語や母国文化､ 風習や習慣などに配慮し､ それを介護環
境のなかに取り入れ､ 在住外国人高齢者も日本人高齢者と同質な介護サー
ビスが受けられるように介護環境を整えていく必要があると考える｡
今後､ 介護の現場においては､ 在住外国人高齢者の介護に当たり､ 介護
スタッフの国籍に関係なく､ 異文化を意識した多文化ソーシャルワーク7
の展開が必要であり､ 在住外国人高齢者の一人一人に合った介護のあり方､
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介護サービスの多文化化が求められる｡
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２ 在住外国人の介護は､ 身体的老衰によるものが一般的だが､ 身体的障がいや精
神的障害によって要介護になった人もいる｡ つまり､ 高齢者以外にも要介護の
人がいることも念頭においていかなければならない｡
３ コリアンネットあいちは 2014 年 3 月 10 日､ 神戸定住外国人支援センターは
2017 年 11 月 11 日でのインタビュー｡
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７ 詳細は石河久美子 (2012) を参照｡
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